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注意欠陥多動性障害（attention-deficit hyperactivity disorder, ADHD）は、以前微細脳機能障
害(minimal brain dysfunction, MBD)とよばれ、知能障害や明確な脳障害が証明されないにもかかわ
らず脳障害児と同様の認知・行動的特徴を示す小児の総称であった。1980年にアメリカ精神医学会か


























































保育経験年数    20歳代    30歳代   40歳代   50歳代以上    人数 
５年未満         37      1           0           0            38(23.8) 
５年以上10年未満         51           7           1           0            59(36.9) 
10年以上20年未満          0          30           9           2            41(25.6) 
20年以上30年未満          0           0          21           1            22(13.8) 
合   計       88(55.0)   38(23.8)   31(19.4)    3(1.9)     160(100.0) 



































質問項目                                 平均値     標準偏差 
１．子どもが話しやすい雰囲気をつくること                 1.90    0.97 
２．子どもの気持ちをくみ取ろうとすること                 1.54      0.90 
３．子どもの気持ちをくみ取ろうとしていることを伝えること         2.39      1.17 
４．子どもの障害の状態を過度に意識しないようにすること          2.39      0.94 
５．子どもの障害の状態をふまえてコミュニケーションをとること      1.91      1.01 
６．子どものことばの理解の程度をふまえてコミュニケーションをとること  1.81      0.94 
７．子どものことばの表出の程度をふまえてコミュニケーションをとること   1.97      0.99 
８．子どもが何かを伝えようとしたときに急がせないこと           1.54      0.87  
９．子どもが何かを伝えようとしたときに口をはさまないこと         1.76      0.96 
10．子どもが何かを伝えようとしたときに先回りしないこと          1.68      0.90 
11．子どもが何かを伝えようとしたときに最後まで聴くこと          1.42      0.81 
12．子どもが何かを伝えようとしたときに目を見ながら聴くこと        1.40      0.86 
13．子どもが言えない場合その子どもの答えとして出てくるヒントを出すこと 2.24      0.05 
14．子どもがわかるようにポイントをしぼって話をすること          1.98      0.01 
15．子どもに対してこちらの言うことを繰り返すようにすること       2.81      1.10 
16．子どもがわかるようなコミュニケーションのとり方の工夫をすること    1.74      0.90 
17．子どもがわかるような短いことばで話をすること             2.23      1.02 
18．子どもがわかるように繰り返して話をすること              2.24      1.05 
19．子どもがわかるようにゆっくり話をすること               1.74      0.95 
20．子どもがわかるように具体的に話をすること                 2.01      1.04 
21．子どもがわかるように表情を使うこと                 1.99      0.98 
22．子どもがわかるように身振りを使うこと                 2.43      1.06 
23．子どもがわかるように具体的なものを指差しで示すこと          2.31      1.11 
24．子どもがわかるように文字で示すこと                 3.29      1.21 
25．子どもがわかるように絵カードで示すこと                2.61      1.26 
26．子どもがわかるように具体的なものに手を引いて示すこと         2.68      1.14 
27．子どもに笑顔でコミュニケーションをとること              1.63      0.96 
28．子どもとボールなどを使って物のやりとり遊びをすること        2.56      1.01 
29．子どもと向かい合ってお遊戯などの動作模倣をすること         2.27      1.02 





質問項目                                                                      １因子       ２因子       ３因子  
第1因子「気持ちの尊重」 
11．子どもが何かを伝えようとしたときに最後まで聴くこと          .965    -.160      .167 
９．子どもが何かを伝えようとしたときに口をはさまないこと        .891    -.141     -.047 
８．子どもが何かを伝えようとしたときに急がせないこと                 .885    -.052      .002 
10．子どもが何かを伝えようとしたときに先回りしないこと         .841    -.045      .037 
12．子どもが何かを伝えようとしたときに目を見ながら聴くこと           .815    -.036      .166 
２．子どもの気持ちをくみ取ろうとすること                             .716     .050     -.060 
27．子どもに笑顔でコミュニケーションをとること                       .687    -.206      .433 
７．子どものことばの表出の程度をふまえてコミュニケーションをとること .559     .398     -.186 
19．子どもがわかるようにゆっくり話をすること                         .556     .320     -.015 
１．子どもが話しやすい雰囲気をつくること                            .538     .190     -.096 
６．子どものことばの理解の程度をふまえてコミュニケーションをとること .530     .402     -.141 
30．子どもに努めてことばかけをすること                               .451     .042      .306 
16．子どもがわかるようなコミュニケーションのとり方の工夫をすること   .434     .426      .039 
５．子どもの障害の状態をふまえてコミュニケーションをとること        .409     .340     -.003 
第２因子「わかる働きかけ」 
23．子どもがわかるように具体的なものを指差しで示すこと              -.082     .770      .150 
17．子どもがわかるような短いことばで話をすること                    .014     .757     -.006 
22．子どもがわかるように身振りを使うこと                            -.036     .709      .196 
25．子どもがわかるように絵カードで示すこと                          -.113     .568      .354 
15．子どもに対してこちらの言うことを繰り返すようにすること          -.094     .561      .143 
24．子どもがわかるように文字で示すこと                              -.284     .536      .405 
18．子どもがわかるように繰り返して話をすること                       .079     .523      .151 
21．子どもがわかるように表情を使うこと                               .232     .521      .086 
13．子どもが言えない場合その子どもの答えとして出てくるヒントを出すこと.314     .500     -.103 
14．子どもがわかるようにポイントをしぼって話をすること                .381     .454     -.237 
20．子どもがわかるように具体的に話をすること                         .284     .448      .042 
第３因子「向かい合っての交流」 
29．子どもと向かい合ってお遊戯などの動作模倣をすること              -.034     .166      .653  
28．子どもとボールなどを使って物のやりとり遊びをすること             .272     .068      .495 
26．子どもがわかるように具体的なものに手を引いて示すこと            -.048     .411      .451 
表４保育士における注意欠陥多動性障害のある幼児とのコミュニケーションに関する下位尺度間相関 
          「気持ちの尊重」「わかる働きかけ」「向かい合っての交流」 平均 標準偏差 
「気持ちの尊重」       ―       .67**        .47**        1.72    0.71 
「わかる働きかけ」              ―          .58**           2.38    0.74 
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付 記 
 本論文は査読の結果を受けて一部訂正を行っています。 
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